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2. 設計仕様 

2.1. 建築物概要及び適用範囲 

対象建築物は、東京都区部に建つ想定の地上 5 階の鉄筋コンクリート構造であり、最高高さ

20.25m、平面寸法は長辺方向 32.0m（5 スパン）×短辺方向 24.0m（3 スパン）、各階床面積約

826m2、延べ床面積約 3,431m2の事務庁舎である。 

構造形式は長辺方向（以下、X 方向）及び、短辺方向（以下、Y 方向）ともに鉄筋コンクリート

の純ラーメン構造を主体構造とし、耐力壁として、外壁や北側コア回りに CLT 袖壁パネルをバラ

ンス良く配置した混合構造である。 

 

表 2.1.1 適用範囲 

構造方法等の名称 「耐力壁と屋根の一部に CLT を用いた工法」等を用いる

A 庁舎 

構造種別 鉄筋コンクリート造＋CLT 耐力壁と屋根（一部） 

用途 事務所 

建

設

地

条

件 

地震地域係数（Z） 1.0 

振動特性係数（Rt） 1.0 

基準風速（地表面粗度区分） Vo=34m/s（Ⅲ） 

垂直積雪量 

（積雪の単位荷重） 

d=30cm（20N/cm/m2） 

構造計算ルート 保有水平耐力計算（ルート３） 

標準せん断力係数（C0） （一次設計）0.20 （二次設計）1.00 

建

築

物

の

規

模

等 

階数 地上 5 階建て 地下無し 塔屋無し 

面積 

及び 

高さ 

延べ床面積 3,431.10m2 

各階 

床面積 

5 階 126.46m2 
4 階 826.16m2 
3 階 826.16m2 
2 階 826.16m2 
1 階 826.16m2 

軒の高さ 19.55m 

建築物の高さ 20.25m 

各階の 

高さ 

5 階 3.65m 
4 階 3.90m 
3 階 3.90m 
2 階 3.90m 
1 階 3.90m 

架構を構成する柱の相互の間

隔の最大値 

8.0m 

塔状比 X 方向：20.25m／32.0m=0.632 

Y 方向：20.25m／24.0m=0.843 

その他の適用条件 主体構造は RC 造ラーメン 



2-2 
 

2.2. 設計図書 

代表的な意匠図を示す。 

 

 

 
図 2.2.1 1 階 平面図 

 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               図 2.2.2 2 階 平面図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
                図 2.2.3 3 階 平面図 
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               図 2.2.4 4 階 平面図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                図 2.2.5 5 階 平面図 
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図 2.2.6 東立面図 

 

 
図 2.2.7 南立面図 
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図 2.2.8 西立面図 

 

 
図 2.2.9 北立面図 
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図 2.2.10 CLT 袖壁 収まり例 
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図 2.2.11 CLT 屋根スラブ 配置図 

 

 

図 

2.2.12 CLT 屋根スラブ 収まり例 
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2.3. 構造図 

本建築物の構造図を次項以降に示す。 
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